
廃プラスチック削減取組計画

2022年度の排出量は250t以上のため、排出抑制及び再資源化等の促進に取り組みます。

１．廃プラスチック排出目標値

年度 排出量 目標量

2022年 591ｔ -

2023年 - 441ｔ ※前年比- 25％

※廃プラスチックの99.5%はサーマルリサイクルに資源循環しております(2022年度実績)。

２．生産計画

年度 総生産重量 目標量

2022年 8千t -

2023年 - 8.3千t ※前年比+4％

2023年度の商品の総生産数量は、2022度度より約4％の増加を見込んでおりますが、

廃プラの排出量は前年度より削減を計画しています。

３．削減計画

・ラインの歩留まり改善（ロス削減）

・良品排出量：前年比2％削減

⇒ 年間約3.5t削減

・分別厳格化による廃プラ⇒汚泥転換

⇒ 年間約136.5t削減

・衛生シート原料買取

⇒ 年間約10t削減

上記の削減計画を実施することで、中長期において排出量250t以下を目指します。

排出抑制

分別による種別変更

マテリアルリサイクル




